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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ種類の異なる複数の光学アダプタの着脱が自在な挿入部を有した内視鏡装置で
あって、
　前記複数の光学アダプタ情報に対する設定テーブルであり、少なくとも前記光学アダプ
タの種類情報を有する前記設定テーブルを予め記憶する記憶手段と、
　前記設定テーブルに基づいて前記光学アダプタ情報の一覧を表示部に表示させる一覧表
示手段と、
　前記設定テーブルに編集処理を行う編集手段と、
　を具備することを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　前記編集手段による編集処理は、前記設定テーブルに対する前記光学アダプタの種類情
報の追加及び削除の少なくともいずれか一つの処理を含むことを特徴とする請求項１に記
載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記一覧表示手段は、前記光学アダプタ情報に基づいて、同じ特性をもつ前記複数の光
学アダプタをグループとして、そのグループに属する前記複数の光学アダプタの前記光学
アダプタ情報の一覧を表示することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の内視鏡装
置。
【請求項４】
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　前記記憶手段は、記録媒体であることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数種類の光学アダプタを挿入部に着脱自在にした内視鏡装置において、光
学アダプタ使用時における各アダプタに対応した各部の設定を簡単に行うことができる内
視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡装置には、種類の異なる複数の光学アダプタを挿入部に着脱自在にした光
学アダプタ式内視鏡装置がある。これら光学アダプタ式内視鏡装置は、観察を始める前に
ユーザが手動で光学アダプタの設定を変更しなければならなかったため、装置の操作が煩
雑になり、手動による設定変更は、誤設定の原因となっていた。
【０００３】
　それに対し、操作性を改善しようとしたものとして、ユーザがメニュー表示された光学
アダプタの種類から使用する光学アダプタを選択すると、装着された光学アダプタの視野
エリアの形状にもとづいて光学アダプタの種類を判別し、計測補正係数の設定変更を行う
といった方法が提案されている（例えば、特開2004-33487号公報参照）。この提案では、
光学アダプタの種類を判別するために新たな手段を設ける必要がないので、細径化された
内視鏡に適用させやすい。
【０００４】
　しかしながら、この提案であっても、ユーザ自ら光学アダプタ選択を実施しなければな
らないため、設定変更を忘れてしまうことがあった。また、光学アダプタが異なっていて
も、視野エリアの形状が同一である場合、光学アダプタの判別ができないといった問題も
有する。
【０００５】
　一方で、操作性を改善しようとしたものとして、デジタルカメラにて撮像レンズの着脱
を検知して、その撮像レンズに対応した画像処理条件を自動的に設定できる提案がなされ
ている（例えば、特開2001-251549号公報参照）。
【０００６】
　また、光学アダプタ式内視鏡装置として光学アダプタに、例えばICもしくは抵抗等を備
えることにより、内視鏡本体の判別手段が光学アダプタを判別することが可能な光学アダ
プタ式内視鏡装置が提案されている（例えば、特開2004-313241号公報）。
【０００７】
　しかし、これらの提案の方法では、光学アダプタの種類が多くなると、着脱を検知する
センサ、光学アダプタの種類を判別するためのメモリ、又は抵抗、画像処理条件を記憶す
るメモリ、もしくはそれらセンサ及びメモリの回路などそれぞれが大型化してしまい、細
径化された内視鏡先端部への適用は困難であった。
【０００８】
　さらに、数多くの光学アダプタに対応できるようにすると、さらにセンサやメモリ、或
いは回路が大型化してしまうため、最径化することがますます困難になるという問題を有
していた。
【０００９】
　また、装着された光学アダプタの種類を内視鏡本体の判別手段が特定できない場合は、
使用不可能或いは最適な設定で動作しないため、新しい光学アダプタを使用できるように
するためには、判別手段のハードウェア又はソフトウェアを変更する必要があった。
【特許文献１】特開2001-251549号公報
【特許文献２】特開2004-313241号公報
【特許文献３】特開2004-33487号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　そこで本発明は上述の問題点に鑑みてなされたものであり、細径化された内視鏡先端部
へ光学アダプタを着脱する光学アダプタ式内視鏡装置に適用でき、かつ、装着された光学
アダプタに適した種々の設定を簡単に行うことができる光学アダプタ式内視鏡装置を提供
することを目的とする。
【００１１】
　さらに、操作性をより向上させるために、光学アダプタ情報を自由に編集可能な光学ア
ダプタ式内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の内視鏡装置は、それぞれ種類の異なる複数の光学アダプタの着脱が自在な挿入
部を有した内視鏡装置であって、前記複数の光学アダプタ情報に対する設定テーブルであ
り、少なくとも前記光学アダプタの種類情報を有する前記設定テーブルを予め記憶する記
憶手段と、前記設定テーブルに基づいて前記光学アダプタ情報の一覧を表示部に表示させ
る一覧表示手段と、前記設定テーブルに編集処理を行う編集手段と、を具備する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、細径化された内視鏡先端部へ光学アダプタを着脱する光学アダプタ式
内視鏡装置に適用でき、かつ、装着された光学アダプタに適した種々の設定を簡単に行う
ことができる光学アダプタ式内視鏡装置を実現することができる。さらに、操作性の良い
、光学アダプタ情報を自由に編集可能な光学アダプタ式内視鏡装置を実現することができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下に本発明の実施の形態を図を用いて説明する。　
　図１は本発明の実施の形態における内視鏡装置の概略構成図である。図２は内視鏡装置
１の起動処理の流れの例を示すフローチャートである。図３は光学アダプタ設定処理の流
れの例を示すフローチャートである。図４は光学アダプタ２の一覧の画面表示の例の図で
ある。図５は取り外し監視処理の流れの例を示すフローチャートである。図６は光学アダ
プタが取り外されたときの画面表示の例の図である。図７は光学アダプタの種別検知処理
の流れの例を示すフローチャートである。図８は登録処理の流れの例を示すフローチャー
トである。図９は設定テーブル編集処理の流れの例を示すフローチャートである。図１０
はシリアル番号を含めた光学アダプタ情報の一覧表示の例の図である。
【００１５】
　図１に示すように、内視鏡装置１は、種類の異なる複数の光学アダプタ２と、光学アダ
プタ２が接続自在な挿入部３と、挿入部３の基端部に接続された本体部４と、パーソナル
コンピュータ（以下、PCと略す）５とから構成される。
【００１６】
　光学アダプタ２は、被写体を照明する、LED等の照明装置１０と、光学アダプタ２の着
脱及び種別を検知するための抵抗器１１と、被写体からの反射光（以下、被写体像と記す
）を結像するレンズ１２とから構成される。
【００１７】
　挿入部３の先端には、レンズ１２によって結像された被写体像を撮像する撮像素子、例
えば固体撮像素子としての電荷結合素子（以下、CCDと略す）１５が配置される。
【００１８】
　本体部４は、中央演算処理装置（以下、CPUと略す）２０と、ROM２１と、RAM２２と、
通信インターフェイス（以下、通信I/Fと略す）２３と、操作スイッチ２４と、記録媒体
２５と、記録媒体制御部２６と、CCD駆動部２７と、照明装置制御部２８と、撮像信号処
理部２９と、画像処理部３０と、表示部としての液晶モニタ（以下、LCDと略す）３１と
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、着脱検知部３２とにより構成される。通信I/F２３は、USB、もしくはRS－２３２C等に
よりPC５と接続される。また、通信I/F２３は、例えばインターネット、もしくはローカ
ルエリアネットワーク（以下、LANと略す）といったネットワークシステムとも接続可能
である。記録媒体２５は、例えばメモリーカード等の可搬媒体であって、図示しないアダ
プタ等に装着されている。
【００１９】
　以上のような構成の内視鏡装置１の観察における動作の一例を以下に説明する。
【００２０】
　まず、ユーザは、光学アダプタ２を挿入部３に装着する。そして、内視鏡装置１の電源
を投入すると、CPU２０は、起動処理を行う。
【００２１】
　次に、ユーザは、内視鏡観察を行うための各種設定処理を行う。一般的に、これら光学
アダプタ式内視鏡装置は、観察を始める前にユーザが使用する光学アダプタに適した設定
に手動で変更される。しかし、本発明の実施の形態において、ユーザは、内視鏡装置１に
おいて使用可能な光学アダプタ２の一覧から、使用する光学アダプタ２を選択するだけで
観察を行うことができる。
【００２２】
　そして、CPU２０は、内視鏡装置１各部、例えば照明装置制御部２８、CCD駆動部２７、
撮像信号処理部２９、画像処理部３０、及び記録媒体制御部２６へ、装着された光学アダ
プタ２に対応した光学アダプタ情報に基づく制御信号を送信する。
【００２３】
　その後、CPU２０は、ユーザが内視鏡観察を行うことができる観察モードに移行する。
上述のCPU２０における起動処理から観察モードまでの一連の処理についての詳細は、後
述する。
【００２４】
　照明装置制御部２８は、CPU２０から受信した制御信号に従って、照明装置１０を制御
する。また、照明装置１０は、被写体を照明する。被写体像は、レンズ１２によりCCD１
５の撮像面に結像する。
【００２５】
　一方、CCD駆動部２７は、CPU２０から受信した制御信号に従って、CCD１５を駆動する
。CCD１５は、結像した被写体像を撮像し、撮像信号処理部へ撮像信号を送信する。そし
て、撮像信号処理部２９は、CPU２０から受信した制御信号に従って、CCD１５から受信し
た撮像信号に、例えばアナログデジタル変換等といった処理を行う。撮像信号処理部２９
は、画像処理部３０へ処理済み撮像信号を送信する。
【００２６】
　次に、画像処理部３０は、CPU２０から受信した制御信号に従って、撮像信号処理部２
９から受信した処理済み撮像信号をLCD３１に表示するための画像信号へと画像処理する
。画像処理部３０は、画像信号を表示手段としてのLCD３１へ送信し、LCD３１は、受信し
た画像信号を画像として表示する。ここで、CPU２０が、記録媒体制御部２６に画像を記
録させる信号を送信していた場合は、画像処理部３０は、記録媒体２５へ、画像信号を送
信する。また同時に、記録媒体制御部２６は、記録媒体２５に画像信号を記録させる。
【００２７】
　以上が本発明の実施の形態における内視鏡装置１の動作の概略である。　
　そこで、CPU２０における起動処理から観察モードまでの処理についての詳細を、以下
に図を用いて説明する。図２は、内視鏡装置１の起動処理の流れの例を示すフローチャー
トである。図２の処理はCPU２０が行うものとする。さらに、図２の処理は内視鏡装置１
の電源が投入されたときに始まるものである。
【００２８】
　まず、ステップS１１において、CPU２０は、起動処理を行う。この起動処理は、例えば
デバイスの初期化、もしくはOSの起動などである。
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【００２９】
　　次に、ステップS１２において、CPU２０は、記憶部としてのROM２１、記録媒体２５
、もしくは通信I/F２３を介してPC５から、光学アダプタ情報に対する設定データを含む
設定テーブルをRAM２２に読み込む。この設定テーブルの情報は、光学アダプタ情報とし
て、光学アダプタ２の種類、視野角、必要光量などといった観察に必要な光学アダプタに
関する種々の情報によって構成される。ここで、このステップS１２を終了した時点の内
視鏡装置１の状態を、内視鏡装置１におけるスタンバイ状態と呼ぶことにする。
【００３０】
　そして、ステップS１３において、CPU２０は、設定処理を行う。この設定処理の詳細は
後述する。
【００３１】
　その後、ステップS１４において、CPU２０は、観察モードに移行する。この観察モード
は、ユーザが内視鏡観察を行うことができるモードである。観察モードにおいては、CPU
２０は、操作スイッチ２４、もしくはPC５から、ユーザが入力した操作信号、例えばズー
ム、フリーズ等を受信し、その受信した信号に基づいて、内視鏡装置１各部に制御信号を
送信する。
【００３２】
　そこで以下に、CPU２０における設定処理についての詳細を図３及び図４を用いて説明
する。図３は、設定処理の流れの例を示すフローチャートである。図４は、光学アダプタ
２の一覧の画面表示の例を示す図である。
【００３３】
　図３の処理は、CPU２０が行うものとする。また、図３の処理は、上述した図２のステ
ップS１３における処理であり、以下の処理は、図２のステップS１３に移行した時点から
始まるものとする。
【００３４】
　まず、ステップS２１において、光学アダプタ２の着脱を検知する。光学アダプタ２が
挿入部３に装着されると、着脱検知部３２は、装着信号を生成しCPU２０に送信する。CPU
２０は、着脱検知部３２から光学アダプタ２の装着信号を受信する。光学アダプタ２が未
装着の場合、処理は、ステップS２１を繰り返し、光学アダプタ２が挿入部３に装着され
るまで待機する。光学アダプタ２が挿入部３に装着されている場合、処理は、ステップS
２２に移行する。
【００３５】
　ステップS２２において、一覧表示手段として、CPU２０は、RAM２２に読み込んだ設定
テーブルに基づいて、内視鏡装置１において使用可能な光学アダプタ２を、LCD３１に一
覧表示する。図４に一覧の画面表示の一例の図を示す。
【００３６】
　そして、ステップS２３において、選択手段として、CPU２０は、操作スイッチ２４から
、もしくは通信I/F２３を介してPC５からの決定信号を受信するまで待機する。この決定
信号は、ユーザが、操作スイッチ２４、もしくはPC５を用いて一覧表示された光学アダプ
タ２の中から、使用する光学アダプタの一つを選択することで生成される。決定信号が入
力されない場合、処理は、ステップS２３を繰り返す。
【００３７】
　次に、ステップS２４において、CPU２０は、決定信号と、RAM２２の設定テーブルとに
基づいた制御信号を、内視鏡装置１各部に送信する。例えば、図４において、太枠の「単
眼　直視　80度」のものが選択されると、「単眼　直視　80度」の光学アダプタ２の設定
情報に基づいた制御信号が、内視鏡装置１の各部に送信される。
【００３８】
　ステップS２５において、CPU２０は、画像処理部３０を介して、選択した光学アダプタ
２、つまり使用している光学アダプタ情報をLCD３１に表示させる。　
　以上で設定処理は終了し、図２のステップS１４の観察モードに移行する。
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【００３９】
　なお、観察モードにおいては、光学アダプタ２が取り外されたかどうかを常時監視する
取り外し監視処理が実行されている。ここで、取り外し監視処理を図５及び図６を用いて
以下に説明する。図５は取り外し監視処理の流れの例のフローチャートである。図６は光
学アダプタが取り外されたときの画面表示の例の図である。
【００４０】
　ステップS３１において、CPU２０は、着脱検知部３２から取り外し情報を受信する。光
学アダプタ２が装着されている場合、処理は、ステップS３１を繰り返し、内視鏡観察を
行える状態を継続する。光学アダプタ２が取り外された場合、処理は、ステップS３２に
移行する。
【００４１】
　ステップS３２において、CPU２０は、画像処理部３０を介して、光学アダプタ２が取り
外されたことを告知するメッセージをLCD３１に表示させる。図６に光学アダプタ２が取
り外されたときの画面表示の一例を示す。
【００４２】
　処理を終了した以後は、上述した内視鏡装置１のスタンバイ状態に移行する。
【００４３】
　以上説明した構成により、光学アダプタ２を取り付けたら一覧が表示されるので、ユー
ザが光学アダプタ２についての内視鏡装置１の設定変更を忘れることはない。また、使用
可能な光学アダプタ２の一覧表示から、使用する光学アダプタ２を選択するので、ユーザ
は、簡単に内視鏡装置１の設定を変更できる。
【００４４】
　なお、上述したように着脱検知部３２では光学アダプタ２の着脱を検知するだけではな
く、装着された光学アダプタの種類を検知し、一覧表示した際に、装着した光学アダプタ
２が選択された状態で表示したり、或いは、一覧を表示せずにステップS２４へ移行し、
自動的に設定を変更した後に、光学アダプタの種類を画面上に表示するようにしてもよい
。または、光学アダプタの種類まで検知した後、その検知結果に対応する光学アダプタ２
のみの一覧表示をするようにしてもよい。さらに、設定テーブルにない光学アダプタ２が
装着された場合は、設定テーブルに光学アダプタ情報を追加処理を行えるようにしてもよ
い。その場合のCPU２０の処理の詳細を、図を用いて以下に説明する。
【００４５】
　図７は光学アダプタの種別検知処理の流れの例のフローチャートを示す。図７の処理は
ＣＰＵ２０が行うものとする。また、図７の処理は、内視鏡装置１がスタンバイ状態にお
いて始まるものとする。
【００４６】
　まず、ステップＳ４１において、CPU２０は、着脱検知部３２から光学アダプタ２の着
脱種別信号を受信する。光学アダプタ２が未装着の場合、処理は、ステップＳ４１を繰り
返し、光学アダプタ２が挿入部先端に装着されるのを待機する。光学アダプタ２が装着さ
れている場合、処理は、ステップＳ４２へ移行する。
【００４７】
　続いて、ステップＳ４２において、CPU２０は、着脱検知部３２から受信した着脱種別
信号に基づいて、予め読み出した設定テーブルの光学アダプタ２の全種類の中から、装着
された光学アダプタ２の種類を判別する。この着脱種別信号は、抵抗器１１に基づいて着
脱検知部３２が生成する。
【００４８】
　装着された光学アダプタ２がある一つの光学アダプタ２に特定できた場合、処理は、ス
テップS４３に移行する。光学アダプタ２が一つに特定できないが、光学アダプタ情報に
基づいて同じ特性をもつグループを特定できた場合、例えば直視型、単眼型などといった
情報により同じ特性を持つ複数の光学アダプタ群が特定される場合、処理は、ステップS
４７に移行する。光学アダプタ２が特定できず、まったく不明な場合、処理は、ステップ
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S４９に移行する。
【００４９】
　まず、光学アダプタ２が特定できた場合を説明する。　
　ステップＳ４３において、CPU２０は、特定した光学アダプタ２の情報をLCD３１に表示
させる。　
　そして、ステップＳ４４において、CPU２０は、装着した光学アダプタ２を使用するか
どうかの決定信号を受信するまで待機する。この決定信号は、ユーザが操作スイッチ２４
もしくはPC５を用いて確認操作を行うことによって生成される。決定信号を受信した場合
、処理は、ステップＳ４５に移行する。決定信号が受信できない場合、処理は、ステップ
S４４を繰り返し、決定信号の受信を待機する。
【００５０】
　続いて、ステップＳ４５において、CPU２０は、ステップ４４において確認された光学
アダプタの光学アダプタ情報に基づいた制御信号を、内視鏡装置１各部に送信する。
【００５１】
　そして、ステップＳ４６において、CPU２０は、装着された光学アダプタ２の光学アダ
プタ情報をLCD３１に表示させる。その後は図２のステップS１４の観察モードに移行し、
ユーザが内視鏡観察を行うことができる。
【００５２】
　続いて、光学アダプタ情報に基づいて同じ特性をもつグループが特定できた場合を説明
する。このグループは、光学アダプタ情報の所定の情報が一致する光学アダプタ情報の集
合である。例えば、単眼、双眼といった特定の情報が一致するものを一つのグループとし
て考える。
【００５３】
　まず、ステップＳ４７において、一覧表示手段として、CPU２０は、光学アダプタ情報
に基づいて同じ特性を持つグループの光学アダプタ２の光学アダプタ情報をLCD３１に一
覧表示する。
【００５４】
　そして、ステップＳ４８において、選択手段として、CPU２０は、決定信号を受信する
まで待機する。この決定信号は、ユーザが操作スイッチ２４もしくはPC５を用いて使用す
る光学アダプタ２を選択する選択操作を行うことにより生成される。決定信号を受信しな
かった場合、処理は、ステップS４８を繰り返し、引き続き決定信号を受信するまで待機
する。
【００５５】
　続いて、ステップＳ４５において、CPU２０は、装着された光学アダプタ２の光学アダ
プタ情報に基づいた制御信号を、内視鏡装置１各部に送信する。
【００５６】
　そして、ステップＳ４６において、CPU２０は、装着された光学アダプタ２の情報をLCD
３１に表示させる。その後は図２のステップS１４の観察モードに移行し、ユーザが内視
鏡観察を行うことができる。
【００５７】
　次に、光学アダプタ２が特定できなかった場合を説明する。
【００５８】
　まず、ステップＳ４９において、CPU２０は、登録されていない光学アダプタ２である
ことをLCD３１に表示する。
【００５９】
　そして、ステップＳ５０において、CPU２０は、決定信号を受信するまで待機する。こ
の決定信号は、ユーザが操作スイッチ２４もしくはPC５を用いて、装着された光学アダプ
タ２を設定テーブルに登録するという確認操作を行うことにより生成される。決定信号を
受信しなかった場合は、ステップＳ５０を繰り返し、引き続き決定信号を受信するまで待
機する。
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【００６０】
　ステップＳ５１において、CPU２０は、編集処理として登録処理を行う。この登録処理
についての詳細は後述する。登録処理が終了したら、処理は、ステップS４５に移行する
。
【００６１】
　続いて、ステップＳ４５において、CPU２０は、装着された、つまり登録した光学アダ
プタ２の光学アダプタ情報に基づいた制御信号を、内視鏡装置１各部に送信する。
【００６２】
　そして、ステップＳ４６において、CPU２０は、光学アダプタ２の光学アダプタ情報をL
CD３１に表示させる。その後は、図２のステップS１４の観察モードに移行し、ユーザが
内視鏡観察を行うことができる。
【００６３】
　そこで、上述した光学アダプタ２の登録処理についての詳細を、以下に図を用いて説明
する。図８は、登録処理の流れの例のフローチャートを示す図である。以下の処理は、Ｃ
ＰＵ２０が行うものとする。また、上述の図７のステップＳ５１に移行したとき、図８の
処理がスタートするものとする。
【００６４】
　まず、ステップS６１において、CPU２０は、装着された光学アダプタの光学アダプタ情
報をマニュアル入力するかどうかの選択肢をLCD３１に表示する。そこで、CPU２０は、ユ
ーザが操作スイッチ２４もしくはPC５によりマニュアル入力するかどうか選択させる。
【００６５】
　マニュアル入力をする場合、ステップS６６において、マニュアル入力処理を行う。こ
のマニュアル入力処理についての詳細は省略するが、マニュアル入力処理は、CPU２０が
ユーザに操作スイッチ２４、もしくはPC５を用いて光学アダプタ情報を入力させる処理で
ある。その後、処理は、ステップS６３に移行する。
【００６６】
　次にマニュアル入力しない場合、ステップＳ６２において、CPU２０は、記録媒体制御
部２６に、記録媒体２５の光学アダプタ設定カードが挿入されたかどうか確認をさせる。
この光学アダプタ設定カードは、予め光学アダプタ情報が記憶されているものである。挿
入されていない場合、処理は、ステップＳ６２を繰り返す。挿入されている場合、処理は
、ステップＳ６３に移行する。
【００６７】
　ステップＳ６３において、CPU２０は、記録媒体制御部２６に、記録媒体２５の光学ア
ダプタ設定カードに記憶されている光学アダプタ情報をRAM２２に読み込ませる。
【００６８】
　ステップＳ６４において、CPU２０は、読み込んだ光学アダプタ情報を設定テーブルに
追加する。この追加処理は、設定テーブルに読み込んだ光学アダプタ情報を新たに書き加
えることにより行う。
【００６９】
　ステップＳ６５において、CPU２０は、作成した設定テーブルに基づいた一覧をLCD３１
に表示させる。　
　そして、登録処理を終了し、その後は、図７のステップＳ４５に移行する。
【００７０】
　以上説明した構成により、装着された光学アダプタ２の種類が特定できない場合におい
ても、グループによる一覧表示を行うことにより、ユーザは、簡単に内視鏡装置１の設定
を変更することができる。これにより、光学アダプタには少なくとも着脱検出用のセンサ
が設けられていれば、光学アダプタを装着したときに一覧表示がされるので、設定変更を
忘れることはなくなる。また、種類判別まで行う場合であっても、全ての種類を特定でき
るセンサを設けられなくても、グループ毎の一覧表示がされるので、ユーザは少ないリス
トから選択するだけでよい。さらに、グループ単位で判別するセンサは、すべての種類を
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特定可能なセンサよりも、一般的には小型であるため、細径化が求められる内視鏡に適用
しやすくなる。また、ユーザが、設定テーブルに登録されていない光学アダプタ２を使用
したい場合にも、簡単な操作により設定テーブルに追加でき、その光学アダプタ２を使用
できるようになる。
【００７１】
　なお、内視鏡装置１が観察モード状態において、メニュー表示を行い、設定テーブルを
自由に編集可能となっている。このように自由に設定テーブルを編集することができるの
で、ユーザは、内視鏡装置１を一層簡単に使用することが出来る。この設定テーブル編集
処理についての詳細を図を用いて以下に説明する。
【００７２】
　図９は設定テーブル編集処理の流れの例のフローチャートである。図９の処理は、CPU
２０が行うものとする。また、図９の処理は、内視鏡装置１の観察モード状態において操
作スイッチ、又はPCを用いてメニューが表示されると実行される。この状態では、トップ
メニュー画面が表示されている。
【００７３】
　まず、ステップＳ７１において、CPU２０は選択された処理を判定する。ここで、トッ
プメニューは、例えば光学アダプタ２の登録、削除、図示しないが撮影状態に関する設定
、例えばゲイン変更、色反転、シャッタスピード等や、もしくは計測等といった選択肢を
表示する。そして、CPU２０は、選択信号を受信する。この選択信号は、ユーザが操作ス
イッチ２４もしくはPC５を用いてメニューの中から一つを選択する選択操作をすることに
よって生成される。
【００７４】
　メニュー表示が中止されると、ステップS７１においてNoとなり、観察モード状態に戻
る。光学アダプタの登録を示す決定信号を受信した場合、処理は、ステップS７２に移行
し、上述の図８のステップS６１に移行し、登録処理を行う。光学アダプタの削除を示す
選択信号を受信した場合、処理は、ステップS７３に移行する。
【００７５】
　ステップＳ７３において、CPU２０は、登録されている光学アダプタ２の一覧をLCD３１
に表示させる。
【００７６】
　ステップＳ７４おいて、CPU２０は、決定信号を受信するまで待機する。この決定信号
は、ユーザが操作スイッチ２４もしくはPC５を用いて削除する光学アダプタ２を選択する
選択操作をすることにより生成される。決定信号を受信しない場合、処理は、ステップS
７４を繰り返し、決定信号を受信するまで待機する。
【００７７】
　ステップＳ７５において、CPU２０は、削除する光学アダプタ２の光学アダプタ情報を
、設定テーブルから削除する。
【００７８】
　ステップＳ７６において、CPU２０は、新たな光学アダプタ２の一覧をLCD３１に表示さ
せる。　
　そして設定テーブル編集処理は、終了する。また、ステップS７４において、削除処理
の中止が選択された場合も、同様に本処理は終了する。
【００７９】
　以上説明した構成により、メニュー操作を用いてユーザが使用する光学アダプタの設定
テーブルを簡単に編集することができるようになる。
【００８０】
　なお、計測用の光学アダプタ２といったように、個体識別まで必要な光学アダプタ２を
使用する場合は、図１０に示すように、光学アダプタ２のシリアル番号を含めた光学アダ
プタ情報を表示する。また、着脱検知部３２でシリアル番号を含めて、光学アダプタ２の
種類も判別するようにしてもよい。
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【００８１】
　このように、光学アダプタ式の内視鏡装置の場合、多くの種類の光学アダプタ２を扱う
ことになり、特に固体識別まで必要な場合、その数は飛躍的に多くなる。しかし、実際に
ユーザが使用する光学アダプタ２の数は限られているため、光学アダプタ２の登録及び削
除機能を使って、ユーザが必要なものだけを選定すれば、一覧表示には不要な光学アダプ
タ２は表示されなくなるため、光学アダプタ２の選択がより簡単になる。
【００８２】
　また、本実施の形態において、設定テーブルは、ROM２１だけではなく着脱可能な記録
媒体、可搬媒体等の様々な記録媒体を使用してもよい。また、登録する光学アダプタ情報
が書き込まれた光学アダプタ設定カードは、例えばCFメモリカード、PCMCIAメモリカード
といった記録媒体を用いてもよい。さらに、光学アダプタ情報は、通信I/F２３を介して
接続されるPC５、LAN等のネットワークから取得して、設定テーブルに追加するようにし
てもよい。
【００８３】
　なお、本実施の形態において、CPU２０は、装着した光学アダプタ２を一つに特定せず
に、グループのみを判別するようにしてもよい。その場合、光学アダプタ２内の抵抗器、
及び着脱検知部３２は、光学アダプタを一つに特定する場合よりも、より小型の抵抗器、
もしくは回路等によって構成することが可能になる。その結果、光学アダプタ２及び内視
鏡装置１の小型化に貢献できる。もちろん、光学アダプタ情報を一覧表示することにより
、操作の簡単さを失うことはない。
【００８４】
　さらに、本実施の形態において、光学アダプタ情報は、ユーザが自由に入力した光学ア
ダプタグループ情報を含んでもよい。この場合、例えば、ユーザが頻繁に使う光学アダプ
タのグループといったような情報を光学アダプタ情報に付加することにより、一層簡単か
つ便利に光学アダプタを選択することができるようになる。
【００８５】
　また、複数のユーザが、ユーザごとの設定テーブルを使用できるようにしてもよい。そ
の場合、ユーザごとに設定テーブル編集処理を行うことにより、ユーザごとの設定テーブ
ルを作成し、使用する。その結果、複数のユーザが簡単に一つの内視鏡装置を用いて観察
を行うことができる。
【００８６】
　なお、本実施の形態において、光学アダプタ情報の一覧は、LCD３１に表示させていた
が、他の表示媒体、例えば、PC５に接続された表示装置、別途内視鏡装置１に接続可能に
した表示装置等に表示するようにしてもよい。
【００８７】
　また、本実施の形態において、CPU２０は、光学アダプタ２の判別結果から、例えば照
明装置の駆動、照明光量、撮像信号のゲイン値等の制御を行うようにしてもよい。また、
CPU２０は、光学アダプタ２の判別結果から、例えば収差補正係数、焦点距離、及び計測
等の演算処理を行うようにしてもよい。
【００８８】
　なお、本実施の形態において、ユーザの操作及び入力は、操作スイッチ２４及びPC５に
限らず、種々の装置を用いてもよい。その場合、操作及び入力のための装置を通信I/F２
３に接続することによって、ユーザは、操作及び入力を行う。
【００８９】
　さらに、本実施の形態は、光学アダプタ２内に照明装置１０を配置しているが、本体部
４内に照明装置１０を配置して、ライトガイドケーブルにより照明光を被写体に照射する
ようにしてもよい。その場合は、さらに光学アダプタ２の小型化が可能になる。
【００９０】
　なお、本発明は前述した実施の形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を変更し
ない程度に改変が可能である。
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【図面の簡単な説明】
【００９１】
【図１】本発明の実施の形態に係る、内視鏡装置の概略構成図。
【図２】本発明の実施の形態に係る、内視鏡装置の起動処理の流れの例を示すフローチャ
ート。
【図３】本発明の実施の形態に係る、光学アダプタ設定処理の流れの例を示すフローチャ
ート。
【図４】本発明の実施の形態に係る、光学アダプタの一覧の画面表示の例の図。
【図５】本発明の実施の形態に係る、取り外し監視処理の流れの例を示すフローチャート
。
【図６】本発明の実施の形態に係る、光学アダプタが取り外されたときの画面表示の例の
図。
【図７】本発明の実施の形態に係る、光学アダプタの種別検知処理の流れの例を示すフロ
ーチャート。
【図８】本発明の実施の形態に係る、登録処理の流れの例を示すのフローチャート。
【図９】本発明の実施の形態に係る、設定テーブル編集処理の流れの例を示すフローチャ
ート。
【図１０】本発明の実施の形態に係る、シリアル番号を含めた光学アダプタ情報の一覧表
示の例の図
【符号の説明】
【００９２】
　１　　内視鏡装置、２　　光学アダプタ、３　　挿入部、４　　本体部、５　　パーソ
ナルコンピュータ、１０　照明装置、１１　抵抗器、１２　レンズ、

【図１】 【図２】
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